
私は体育祭を通して学んだことが３つあります。一つ目は協

力です。初めての体育祭でどんな競技があるのかも知りません

でした。ですが、先輩が教えてくれて、改めて協力したいと思い

ました。そして、３年生最後の体育祭を盛り上げ、最高の体育祭

にするために、１，２年生と協力することの大切さを知りました。２

つ目は団結力です。最初はこの団は大丈夫かと思って過ごして

いました。ですが、団練習を重ねるうちにだんだん団結力が強く

なっていきました。そして私自身のモチベーションも高くなりまし

た。３つ目は全力です。先輩はダンスでもなんでも全力で取り組 

んでいました。私はやる気がなく、しっかりと

していなかったのに、先輩を見ていると私が

こんなのでいいのかという風に思うことがで

きました。なので今後のイベントでも互いの

友情を深め、団結力も高めて取り組みたい

なと思いました。 

  

 

 

 

 

 

いつもより早く始まった２学期。初めての大きな行事の体育祭に向けて毎日団練習や委員会の用意を

してきました。本番も晴天に恵まれ、最後まで全力でプレーすることができました。また、１年生だから

といって遠慮せず、大声で自分の団を応援したり、全力で悔しがったりする熱い姿もありました。運営面

でもてきぱきと動き、指令の重要な役も堂々と務めることができました。保護者の皆様におかれまして

は、草刈り、テントの用意、玉入れのご参加、当日の温かい応援、最後の片づけなど多くのご協力、誠に

ありがとうございました。 

 体育祭を通して培った力をこれからの学校生活で生かしてくれることを期待しています。また、次の

大きな行事である文化祭も「計画的」「自主的」「協力的」に頑張りましょう。 
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新型コロナウイルスの影響で体育祭が行えるか

分からない中でこのように楽しく体育祭ができてと

ても嬉しく思う。そして、体育祭までの練習の中で自

分が気づいたことがある。それはダンスで出来なく

てもいいから、笑顔で大きく踊ることが大切だと気

付いた。だから、練習から声を出すところは大きく声

を出して、笑顔で練習を行った。私は本番でこのよ

うなことを決めていた。「笑勝」この言葉を胸に私

は、体育祭で最初の入場行進の青団スマイルから

最後の代表リレーまで絶えず笑顔でいた。そして、

応援合戦という一番、笑顔でいないといけないもの

で、円陣から最後の応援歌 

まで楽しくやった。そして赤 

団に勝てた。合計では、優 

勝を逃したけど最高の体育 

祭になった。 

私は初めて「体育祭」をして、いろいろな種

目でたくさんの人が全力で笑顔だったことがす

ごいと思いました。競技で負けてしまっても、そ

の人のことを責めずに「どんまい」や「次頑張ろ

う！」と言って、団をまとめてくれた先輩方のお

かげで団が協力できたと思います。コロナでで

きなくなった競技があったり、ハイタッチができ

なくなったり、色々なことがあったけど、笑顔で

最後まで全力で体育祭に 

取り組むことができました。 

今年は負けてしまったけど、 

来年は勝てるようにもっと 

全力で頑張りたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

  


